































































































































































































































































































































































































































































































































































事を含め身のまわりのことを世話してくれる役割（Physical Care-Giver, Homemaker） 
を挙げる。さらに稼いでくれる役割（Financial Provider）と同時に広い意味で教えてく







































































































































































































































































（Bou-Habib & Olsaretti 2013: 427-428）。この反論可能性につき，第一第二
のものは，親側（特に母親側）の就業機会の選択を著しく狭めるものとして
再応答することができるだろう。そもそも ＜親個人の自己実現（昇進・種々











































































































































































































　②自然による行為（the acts of nature）。不利不遇状態が自然から招来（人々
は善意かつ賢明）する。不利不遇は誰にとっても偶然の運から招来するので
その不利不遇縮減コストは全員で担うべきである。
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